










 
 

 
 
 
 
 
 
 

中 間 報 告 書 
～短期的な対策のとりまとめ～ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成 22 年９月９日 

 

舞岡上郷線検討委員会 
 
 

 

別紙３ 

写 



1 
 

 

は じ め に 

 

舞岡上郷線（上郷地区）は、港南区港南台８丁目から栄区上郷町に至る、延長 830ｍの

道路で、この地域に（仮称）上郷開発計画があったことから、平成２年より暫定２車線

で一般の交通の用に供されている。暫定で整備された仮設構造物等は、経年劣化が進行

しており、市民から早期に対策を講じるよう要望されている。市ではこれまでの経緯と

事実関係を整理し、安全性の確保に万全を期すため本検討委員会を設置した。 

この度、早急に安全対策が着手できるように、最終報告に先立ち短期的な対策（仮設

構造物の補修・補強対策）をとりまとめたので中間報告をするものである。 

市は、この内容に基づき速やかに補修・補強対策を実施するよう期待する。 

 

 

 

提    言 

 
 

 

◆ ・Ｋ１橋、Ｋ２橋、Ｋ３橋等の構造物について、現状では構造強度を満足してい  

るが、現橋調査の結果、速やかに補修等を行う必要があると判定された。 

補修等の対応をしなければ強度が低下する恐れがあること、また、交通量が多

く大型車や路線バスも多く通行する重要な路線であるので地震時の安全性を

向上させる必要があること、これらを考慮すれば短期的な対策が必要である。 

 

・市民の安全を最優先に考え、横浜市は速やかに補修・補強工事を実施すべき

である。 

 

・短期的な対策としては、雨水浸入防止、腐食進行抑制、落橋防止、構造補強 

が妥当である。 

 

◆ ・これまで、路線認定のみで道路区域の決定や供用の開始の告示がなされてこな 

かったが、Ｋ１橋等の所有権が横浜市にあるという法的な見解と安全性の確認

ができたことから、道路法の手続きについても速やかに進めていくべきである。 
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１ 技術的な検証  

 

舞岡上郷線は、平成2年に供用開始してから約20年経過しており、舗装面については適

宜補修しているものの、K1橋、K2橋及びK 3橋等の鋼材の補修はこれまで実施していな

い。 

 

この間、これら構造物については、平成12年度と平成20年度に現橋等調査を実施して

おり、その結果を受けて、安全度を確認した。結果は以下のとおりである。 

  

＜平成20年度 現橋等調査結果＞ 

 ・橋梁のＨ鋼材に最大で2.3mm、土留壁の鋼矢板に最大で1.9mmの腐食が観測された。 

・国土交通省の橋梁定期点検要領（案）の対策区分がＣ判定（５年程度以内には補修

等される必要があると判断される状態）であった。 

 

＜委員会による安全度確認結果＞ 

 ・既設橋梁の安全度確認により、TL-20荷重に対して、設計断面では許容値を満足して

いる。 

・また、2.3mmの腐食を考慮した断面においても、許容値を満足している。 

・地震時の照査として、基礎工の照査を実施したが、許容値を満足している。地中の

Ｈ鋼杭において1.0mmの腐食を仮定した断面においても、許容値を満足している。 

・土留壁において、現況の腐食状況を考慮した断面で検討したが、許容値を満足して

いる。 

 

ただし、現状で満足している構造強度も、対策区分Ｃ判定を考慮すると、このまま補

修等の対応をしなければ急激に低下する恐れがある。また、舞岡上郷線は交通量が多く、

大型車や路線バスも多く通行する重要な路線であるので、地震時の安全性を向上させる

ための補強対策も考慮すると、短期的には以下の対策が必要と考える。 

 

（１）雨水浸入防止対策 

（２）腐食進行抑制対策 

（３）落橋防止対策 

（４）構造補強対策 

 

具体的な工法としては、以下のとおりである。 
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（１）雨水浸入防止対策 

① 橋面防水補修   

舗装面のひび割れが確認されており、ここから橋桁へ雨水が浸入することが腐食の

原因となっている。 
そこで、床版および橋桁の劣化防止対策として、床版上面に防水工（塗布系）を実

施する。 
 
② 伸縮目地の補修 

橋梁の伸縮目地付近において舗装のひび割れが発生し、この影響により本線の走行

性が低下するばかりでなく、橋梁桁下への雨水浸入も著しく、鋼材を腐食させる要因

となっている。 
短期的対策では、この伸縮目地付近の舗装のひび割れ防止、雨水浸入を防止するた

め、シール材やバックアップ材を充填し補修することとする。 
 

 
 

シール材 

ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ材 

舗装・防水

② 伸縮目地の補修 

橋 桁 

橋 台 

伸縮目地 

① 橋面防水補修 



4 
 

（２）腐食進行抑制対策 

① 橋梁の腐食進行抑制 

 雨水の浸入の影響により橋桁の鋼材に腐食が進行している。現時点において、構造

的な問題にまでは至っていないが、腐食の進行を抑制するために桁全体の塗装を実施

する。 
 
 

 
 

② 土留壁の腐食進行抑制 

土留壁の鋼矢板に塗装工を実施する。 
塗装工の実施にあたっては、雨水の影響から腐食しやすい部位及び荷重が集中する

など、構造的に問題となりやすい部位・部材を重点的に行う。 
 

 

▽現地盤面 

＜参考：Ｋ１橋＞ 

＜参考：Ｋ２橋＞ 

塗装工

塗装工 

塗装工

塗装工
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（３）落橋防止対策 

橋台付近からの雨水の浸入などで、橋台下面付近の土砂が流出あるいは沈下している。

構造計算上では余裕があるが、コンクリートを充填することにより、橋台や基礎杭の安

定化を図ると同時に、桁かかり長が確保され、耐震性の向上が期待される。 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 

（４）構造補強対策 

橋梁の前面には鋼矢板による土留壁が設置されている。土留壁は、切梁、腹起しとい

うＨ鋼部材により支えられており、短期的対策としては、この切梁、腹起しが地震時に

脱落、ずれを起こさないように考慮する必要がある。そこで下記の（ア）、（イ）を実施

する。 
(ア) 腹起し部材を支えるブラケット材を増設 

(イ) 切梁部材と腹起し部材の接合部にコーナーピースを増設 

上記により、土留壁の支持部材の補強を図り、（３）のコンクリート充填と合わせ、土留

壁、橋梁全体を一体化することで、耐震性の向上をはかる。 
 

＜用語説明＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１）腹起し：土留壁からの荷重を均等に伝達するための部材 

２）切梁：腹起しからの荷重を支える「突っ張り棒（圧縮部材）」 

 

430

980

コンクリート充填

＜参考：Ｋ１橋＞

腹起し 

切梁 

土留壁 
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コーナーピース増設 
ブラケット増設 

[断面図] 

[平面図] 

＜参考：Ｋ１橋＞ 

ブラケット増設 ブラケット増設

コーナーピース増設 

腹起し 

切梁 
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以上（１）から（４）の対策を実施することにより、構造物の安全性が一層向上する

ものと考える。また、定期点検を５年以内に実施することが望ましい。 

 

 

２ 補修・補強を市が実施することについて  

 
平成 2 年 5 月の工事分担に関する「覚え書」により、K1 橋（横断架道橋）の工事等を

開発事業予定者が負担することを、横浜市と開発事業予定者間で合意し、施工したこと

は確認できるが、帰属に関する書面等については確認することができなかった。 
 K1 橋等の所有権の帰属について、「本件市道における土地は不動産であり、その所有

者は横浜市である。また、道路の橋梁は、道路の機能を保持するために『従として土地

に付合した物』である。従って、横浜市は不動産の付合により橋梁の所有権を取得して

いる。」（民法第 242 条）との法的な見解は、常識的であり妥当なものと言える。 
 また、道路管理者に所有権が無くとも管理責任を問われた鹿島田跨線橋転落事故の事

例もあり、本件において横浜市が安全対策として補修工事を行うことは当然と言える。  
なお、補修・補強工事の実施にあたっては、これまでの経緯もあり、開発事業予定者

と協議しながら対応する必要があると考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




